Complement-Fixing Antibodies produced in Guinea Pigs Immunized with Purified N and H Antigens of Poliovirus. 「ポリオウイルスの精製N及びH抗原で免疫されたモルモットの血清中に産生させる補体結合抗体について」 by 片桐 進
Complement-Fixing Antibodies produced in
Guinea Pigs Immunized with Purified N and H


































論  文'内 容 要
旨
 感染性のあるポリオウイルス粒子は補体結合反応でN抗原性を有しこれをいま到抗原とよ、漏
 このN抗原を55℃50分加熱すると感染性を失いH抗原、性に変換する。この抗原をH抗原とよ
 ぶ〔,本実験では,高度に精製されたポリオウイルス1型Maho亘ey株を使用し,そのN抗原及
 ひH抗原をモルモソトに注射してその免疫効果を検討した。同時に実際上の目的であるmono-
 r∈lactiveな抗N及び抗H血清も得る事ができた。
 精製N及びH抗原の調製:HeLa(S5)細胞で増殖させたウイルス培養液をカーボワツクス
 で濃縮し超遠心でウィルスを集め,その遠心沈澱中に混在する細胞成分を除くためにフ・・カー
 ボン処理を行って,更にDEAEセル・一ズカラムを通し最初に現われる260挽1しに極大吸収
 を有する分画を集めた。これはN抗原性を示し,約相10PFU/伽Z(PFU3plaguefG-
 r皿ingunit8)の感染価を示した。又260陥μ/280勉μのOJ)・比はLア又は1・71
 を示し5これはこのウイルスが高度に精製されている事の一つの指標となる。このN抗原を55
 ℃50分加熱すると完全にH抗原に変換した。一方でUG及び賜PでラベルしたUC一ウ
 イルス及び踵P一ウイルスを上記と全ぐ同じ方法で精製して得たN及びH抗原を庶糖濃度勾配
 遠心法で分析した結果,放射能ノ感染性及び抗原性が合理的な単一のピークを示した。この精製
 ウィルスのN抗原及びH抗原の電子顕微鏡写真でも高度に精製されていることが確かめられた。
 精製N及びH抗原のモル兜ットに対する免疫効果:高度に精製された瓦及びH抗原を感染価と
 むヒ
 して10PFU及ひ10PFU相当量を各1e匹ずつのモルモノトの腹腔内にて週間間隔で4回
 注射し,3回注射後5日目と7日目,4回注射後5日目と7日目に心臓穿刺で採血し,各血清に・
 ついて補体結合(OF)抗体価を精製N及びH抗原で測定した。
 N抗原で免疫したモルモソト群ては,5回注射後5日目で10匹中1匹を除いて(このモルモ
 ット血清は抗補体作用を有し,CF抗体価測定不能)全てのモルモソトにN抗体を検出できた。
 そしてその9匹中5匹にほH抗体も検出されたが残りの4匹にはH抗体は検出されなかった。し
 かし4回注射後5日目及び7日目では全てのモルモットにN抗体及びH抗体が検出された。
 H抗原で免疫したモルモット群ては,全てのモルモットにN抗体を全く検出できなかった。き
 回注射後5日目では得匹中1匹を除いた(このモルモット血清も抗補体作用を示し,GF抗体価
 測定不能)9匹中5匹にH抗体が検出され・4回注射後5日目では10匹中7匹にH抗体が検出
 された。残t・5匹にはN抗体もH抗体も検出できなかった。
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 舛抗原で免疫したモルモット群とH抗原て免疫したモルモソト群のN及びH抗体の産生を比較
 すると・N抗原で免疫されたモルモソトでは旬匹全部にN抗体及びH抗体が産生されたのに反
 してH抗原で免疫されたモルモットでは10匹中5匹にほ全く抗体が検出ざれなかった。又全て
 のモルモソトにN抗体は検出でき左かつた。尚H抗体価の動物間の個体差がN抗原で免疫された
 モルモソト群のそれに比して大きかった。
 実際上の目的であるmonOreactiveな抗N血清はN抗原で免疫した血清に精製H抗原を加
 えて混在するH抗体を吸収する事により簡単に得る事ができた。
 以上N抗原で免疫した場合に,N抗体とH抗体の両者を生じた事実は・別の実験での}」抗原を
 家兎の静脈内に注射して得られた成績と合致するが,H抗原で免疫した場合に,H抗体のみを生
 じた事実は,H抗原を家兎の静脈内に注射して得られた成績と一致しない。
 尚N抗体を産生させるために注射されたウイルス蛋白量ほ,約1.oμ9である。N抗原はこの
 ような少量でも充分な抗体産生を誘起し得るが,同量のH抗原の注射では充分な抗体産生は見ら
 れなかった。この事実は家兎に於ける実験成績と一致する。
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 審査結果の要旨
 ポリオウイルスを高度に精製し藤雛濃度勾配遠心法で単一なピークとして分劃し14C及隠P
 でラベルするとカウント屯このピ～クと一致する事を認めた。ここにある補体結合抗原はNでH
 は全くない。いまこの精製ウイルスを加1熱すると核酸がとび出す。即ち蛇Pの全ぐぬけた14c
 のピークが先程の精製ウイルスのピークより軽いところに出現し,之も単一なピークである。こ
 こにある補体結合抗原はHでNを全(含まない。即ちポリオウイルスのキャブシドがNa七i▽e
 (N)の状態とHea七ed〔H)の状態とで抗原性が全く変ってくる。
 こσ)二つの蛋白(屯と'はといえば同じ留日なのであるが)を免疫原として抗体産生経過を追求
 する。Nを免疫原として家兎及ひモルモットを免疫すると抗H以外に抗Hも発見される。体内に存
 在下る間にN→H転換か起つたと考えればよい。ところがHを免疫原として家兎を免疫すると抗
 Hと抗Nとが発見され,モルモットを免疫すると抗.Hのみしか発見されない。更にH抗原はモル
 モットで免疫原性の低いことも判明した。
 本実験ぱ具体的な目的であったN及びH抗原に対するmOnOreacti▽e'な血清を吸収法・で得
 ることに成物した上,螢白の舶変性に伴うll流原としての情報の変化を考察する上に於てまことに
 興味ある材料を提供した毛ので,学位授一与に値するものと認める。
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